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県立高田商業高等学校 歴史解説 ～草創期～ 
大正５(1916)年～大正１５(1926)年 

 

 

 

・・・ 創立から新潟県立高田商工学校移管まで ・・・ 

 

◆高まる実業教育への要請 

幕末、頸城地方にあった高田藩(榊原15万石)と糸魚川藩(松平1万石)は何れも江戸幕府譜代の大名が統

治していた。慶応３年の大政奉還、朝廷による王政復古の大号令から戊辰戦争を経て明治４年７月、新政

府は廃藩置県を断行し 260余年続いた江戸時代の封建制度は完全に崩壊した。高田藩は高田県、糸魚川藩

は清崎県となり、同年 11 月には頸城地方全域が柏崎県に、更に明治６年には柏崎県と新潟県が合併して

現在の新潟県となった。なお、明治 11 年には郡区町村編制法が施行され、頸城地方は東頸城郡、中頸城

郡、西頸城郡の三郡に分けられた。 

 廃藩置県によってようやく中央集権的な統一国家の基礎を固めた新政府は、富国強兵・殖産興業のスロ

ーガンのもと次々と各種改革を進めた。その中で人的資源養成から教育面で中等学校や農学校・水産学校

などの実業学校が全国各地に誕生した。 

 高田商工学校は大正５年に設立された。この頃の我が国は、明治維新、日清・日露の両大戦を経て、明

治における近代化の変革が一応その基礎を固め、発展・充実期として大正に引き継がれた頃である。 

そして、更なる国力の充実のためには商工業の発展こそが必要不可欠との考えが支配的になっていた。 

 こうした情勢を受けながら、中等教育の重要性から日清戦争後には「中学校令」「高等女学校令」など

と共に「実業学校令」(明治 32 年)が公布され、農業、工業、商業、水産などの実業学校が質・量ともに

急激に増加した。 

 一方上越地域にあっては、かっての城下町が軍都へと変貌しただけでは抜本的活性化を図れず、地場産

業の育成が切望されるに至った。そうした中で高田市の発展を願う有識者や議会議員は市の繁栄には商工

業の発展とそれを担う人材の育成が必要不可欠との認識が深まり、大正５年３月末に高田市立商工学校の

設立認可申請を文部省に提出した。 

 

 

◆学校の創立 

 大正５年４月１９日、文部省より商工学校設立認可通達が県に入り、県から電報が届いた。創立時の概

要はおよそ次のようなものであった。 

 学校は新潟県高田市立商工学校と称し、商業科・漆工科・家具(指物)科の３科を設置（尋６卒３年制乙

種）。校舎は当分建築せず、高田市立図書館（高城村岡島町／現大手町）の北側棟続きの高田幼稚園の校

舎部分（６月に移転済み）を使用し、工科の実習工場は新築するというものであった。その後、定員拡充

や授業内容の充実を図るため、３回にわたって校舎を増築した。 

また、校長は高田市長 倉石源造氏が兼務する形での生徒募集となったが、予想を超える志願者で総計

１３４名にもなった。商科１年の応募が定員を超えたため、選抜試験の是非を論ずることになったが、結

局全員を入学させることとなった。５月９日、入学式および授業開始の運びとなり、６月１５日には開校

式を済ませ、とにかく学校としての営みが始まった。 
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大正５年 高田商工学校創立時の高田市立図書館（高城村岡島町26番地／現大手町） 

大正 5年 図書館北側棟続きの高田幼稚園校舎部分（幼稚園は大手町尋常小学校西隣に新築移転）に入居 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「明治天皇高田行在所」石碑 旧高田図書館（高城村岡島町26番地／現大手町十字路東側駐車場）跡地 

高
田
図
書
館
は
、
開
館
当
初
の
施
設
は
元
々

明
治
11
年
に
高
城
村
岡
島
町(

現
大
手
町
十

字
路
東
側
駐
車
場
付
近)

に
新
築
さ
れ
た
高
田

中
学
校(

現
高
田
高
校)

の
校
舎
の
一
部
で
あ

っ
た
。
同
年
９
月
の
明
治
天
皇
の
北
陸
巡
幸

で
は
中
学
校
の
使
用
前
で
あ
っ
た
た
め
、
行

在(

あ
ん
ざ
い)

所
と
し
て
使
用
さ
れ
た
。 

明
治
31
年
、
同
校
が
現
在
地
に
移
転
後
、

36
年
に
町
村
組
合
立
高
等
小
学
校
、
38
年

に
私
立
の
家
政
女
学
校
の
校
舎
と
し
て
使
用

さ
れ
た
。
40
年
の
藩
祖
榊
原
康
政
の
300
年

記
念
に
「
県
立
榊
神
社
300
年
祭
記
念
高
田
図

書
館
」
と
し
て
認
め
ら
れ
、
41
年
に
開
館
し

た
。
44
年
に
町
立
、
続
い
て
市
立
と
な
っ

た
。 

 
 
 
 
 

～
中 

略 

～ 
明
治
45
年
４
月
に
高
田
図
書
館
と
棟
続
き
の

北
側
の
校
舎
に
移
転
し
て
い
た
高
田
幼
稚
園

は
、
大
正
５
年(1916)

６
月
に
大
手
町
尋
常

小
学
校
の
西
隣
に
新
築
・
移
転
し
た
。
大
正

５
年
４
月
に
は
市
立
商
工
学
校
が
設
立
さ

れ
、
そ
れ
ま
で
高
田
幼
稚
園
が
使
用
し
て
い

た
校
舎
に
入
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
５
月
９

日
に
入
学
式
を
挙
行
し
て
い
る
。
尚
商
工
学

校
で
は
定
員
拡
充
や
授
業
内
容
充
実
を
図
る

た
め
３
回
に
わ
た
っ
て
校
舎
を
増
築
し
た
。 

出
典
：
高
田
図
書
館
110
年
の
歩
み 
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◆商工学校創立時の学科別募集定員と入学者数及び入学者出身地 

科別 学年 定 員 
5／9 

(入学時) 

6／15 

(開校時) 

入 

学 

者 

出 

身 

地 

地区 人数 地区 人数 

商 科 

１年 ４０ ５４ ５３ 高田市 １１２ 刈 羽 １ 

２年 ４０ ３０ ３０ 新 道 １０ 他府県 ３ 

３年 ２０ １２ １２ 三 郷 １ 合計 １３４ 

家具科 １年 １０ １５ １３ 津 有 ４ 

 漆工科 １年 ２０ ２３ ２２ 和 田 ２ 

合  計 １３０ １３４ １３０ 東頚城 １ 

※ 商科２・３年生は、高田地区外(直江津農商学校・新井農学校等)に通学していた生徒の編入学を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大正６年３月 乙種商科第１回卒業生 

◆
乙
種
商
工
学
校
設
立
要
項
◆ 

商
業
学
校(

抜
粋)

／
実
業
学
校
令 

一
、
修
業
年
限
三
箇
年
以
内
ト
ス 

二
、
就
業
時
間
数
ハ
毎
週
三
十
時

間
以
内
ト
ス 

三
、
学
科
目
ハ
修
身
、
読
書
、
習

字
、
作
文
、
算
術
、
地
理
、

簿
記
、
商
業
要
項
、
体
操
ト

ス
、
但
本
項
科
目
ヲ
設
定
加

設
ス
ル
コ
ト
ヲ
得 

四
、
乙
種
商
業
学
校
ニ
入
学
ス
ル

者
ノ
資
格
ハ
年
令
十
年
以

上
、
学
力
修
業
年
限
四
箇
年

ノ
尋
常
小
学
校
卒
業
以
上
ニ

於
テ
之
ヲ
定
ム
ベ
シ 

初代校長 倉石 源造（高田市長／兼任） 
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◆開校当時の教職員 

職名 担 任 学 科 氏名 本籍 給料 

学校長 事務取扱・市長 倉石 源造 本県 無休 

教 諭 算術・要項・作文・修身・地理・法制・経済 小室 恂一 秋田県 不明 

〃 図画・漆器製造法・実習 佐野 常栄 石川県 ４５円 

〃 図画・製図・材料・工具取扱製作法・実習 鴛ノ海 昇 大分県 ３８円 

〃 修身・読書・要項・簿記 神谷藤四郎 本県 ２８円 

助教諭 修身・読書・作文・習字・算術・地理・理科 大野子之助 本県 ２５円 

嘱 託 英語・法制 丸山 和七 本県 １８円 

〃 算術・読書・作文・理科・習字 岡  宗平 本県 １３円 

助 手 家具科 小池幸司郎 本県 不明 

〃 漆工科 高橋 庄作 長野県 不明 

書 記  内山 直躬 本県 9円50銭 

学校医  合田  進 本県 不明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 

補
習
学
校 

◆ 
明
治
維
新
後
の
新
し
い
国
家
体
制
の

確
立
や
産
業
経
済
の
発
展
、
社
会
の

安
定
化
は
さ
ら
に
新
し
い
成
長
を
目

指
し
て
中
等
教
育
、
な
か
で
も
実
業

教
育
の
重
要
性
を
高
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
一
方
、
地
域
社
会
に
お
い
て

も
実
業
教
育
の
必
要
性
が
広
く
認
識

さ
れ
る
よ
う
な
背
景
事
情
が
生
じ
つ

つ
あ
っ
た
。 

そ
の
こ
ろ
高
田
で
尋
常
高
等
小
学
校

を
卒
業
し
た
者
の
中
で
、
家
庭
の
事

情
か
ら
中
学
校
へ
進
学
で
き
な
い

者
、
引
き
続
い
て
勉
学
を
希
望
す
る

者
の
た
め
に
、
明
治
36
年
４
月
、
第

一
小
学
校
（
現
南
本
町
小
学
校
）
と

第
二
小
学
校
（
現
東
本
町
小
学
校
）

に
そ
れ
ぞ
れ
第
一
、
第
二
補
習
学
校

（
夜
間
）
を
併
設
し
て
い
た
。 

こ
れ
ら
の
動
き
が
さ
ら
に
発
展
し
、

大
正
２
年
２
月
に
従
来
の
補
習
学
校

を
一
校
に
統
合
。
こ
れ
に
工
業
部
門

を
強
化
し
た
も
の
を
加
え
て
第
三
尋

常
小
学
校
（
現
大
町
小
学
校
）
に
併

設
、
校
名
も
「
私
立
高
田
実
業
補
習

学
校
」（
夜
間
）
と
変
更
し
た
。 

◆ 

甲
種
五
年
制
昇
格 

◆ 

本
校
が
創
立
し
た
当
時
か
ら
、
ど
う
い
う
生
徒
を
作
り
上
げ
る
か

と
い
う
点
で
は
、「
乙
種
本
科
三
年
で
は
ま
だ
ま
だ
一
人
前
の
職

人
と
し
て
未
熟
」
と
い
う
声
が
あ
り
、
補
習
科
が
設
け
ら
れ
て
い

た
。 

従
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
の
乙
種
学
校
よ
り
も
、
甲
種
の
五
年
制

の
ほ
う
が
は
る
か
に
良
い
。
ま
た
、
進
学
す
る
者
は
五
年
制
が
必

要
で
も
あ
っ
た
。 

当
時
、
市
は
義
務
教
育
充
実
の
た
め
に
、
尋
常
小
学
校
の
建
設
問

題
な
ど
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
頃
と
し
て
は
珍
し
い
「
市
立
幼
稚

園
」
を
持
っ
て
い
た
。 

さ
ら
に
本
校
の
運
営
も
行
い
、
市
の
財
政
に
占
め
る
教
育
費
は
大

き
か
っ
た
。
事
実
、
比
率
で
み
れ
ば
新
潟
市
や
長
岡
市
を
は
る
か

に
超
え
て
も
い
た
。 

こ
ん
な
こ
と
か
ら
、
本
校
は
学
校
の
教
育
内
容
の
充
実
を
急
ぎ
、

一
日
も
早
く
市
か
ら
離
し
て
県
立
と
な
る
必
要
も
あ
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
事
情
を
背
景
に
、
甲
種
昇
格
へ
の
運
動
と
内
容
の
充

実
に
努
力
を
払
わ
れ
、
大
正
10
年
３
月
31
日
、
待
望
の
甲
種
に

昇
格
し
、
五
年
制
と
な
っ
た
。
従
っ
て
補
習
科
は
廃
止
さ
れ
、
同

時
に
家
具
科
は
木
工
科
と
改
め
ら
れ
た
。 

甲
種
昇
格
は
、
学
校
に
与
え
た
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
ま
ず
、
い

ま
ま
で
の
和
服
は
廃
止
さ
れ
、
５
月
13
日
か
ら
洋
服
と
な
っ

た
。 

運
動
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、
前
年
よ
り
高
田
の
覇
者
と
な
っ
て
い
た

ス
キ
ー
部
は
益
々
好
調
で
あ
り
、
野
球
部
・
庭
球
部
と
次
第
に
充

実
、
さ
ら
に
剣
道
部
も
作
ら
れ
た
。 
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大正１１(1922)年１２月２０日竣工 新校舎（馬場先町／南城町３、現南城高校） 

 

 

 

 

 

 

 

＜学   則＞ 

第一条 本校ハ実業学校令ニ基キ、徒弟学校規定並ニ商業学校規定乙種程度ニ依リ、工業並ニ商業ニ従事セ
ントスル者ニ須要ナル教育ヲナスヲ以テ目的トス。 

第二条 本校ノ教科ハ商業、建築、家具、漆工ノ四科トシ、生徒ノ志望ニ依リソノ一ヲ専修セシム。 
定員２４０名 商業科１２０ 建築科３０ 家具科３０ 漆工科６０ 

第十二条 入学志願者ハ当市在住者ヲ第一トシ、コレニ欠損アルトキハ他地方志願者を入学セシム。 
（以下略） 

◆ 

新
校
舎
建
設 

◆ 
本
校
は
、
創
立
の
当
初
か
ら
校
舎
の
建
設
の
必
要
性
を
感
じ
な
が

ら
、
と
り
あ
え
ず
岡
島
町
の
建
物(

旧
市
立
図
書
館
）
を
利
用
し
て
開

校
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
校
舎
は
３
回
に
わ
た
っ
て
増
築
さ

れ
、
や
や
広
く
な
っ
た
が
校
庭
は
わ
ず
か
250
坪
と
な
り
、
体
操
の
授

業
は
時
に
は
榊
神
社
の
境
内
で
行
わ
れ
た
。 

市
は
所
期
の
目
的
で
あ
っ
た
甲
種
昇
格
を
果
た
し
、
次
は
県
営
移
管

に
し
よ
う
と
計
画
し
た
。 

し
か
し
県
で
は
、
こ
の
貧
弱
な
施
設
で
は
絶
対
に
受
け
入
れ
な
い
こ

と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
正
10
年
２
月
の
市
会
に
、
当
時
の
河
島

良
温
市
長
が
校
舎
新
築
を
提
案
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
借
り
物
の
校
舎

と
貧
弱
な
施
設
と
無
資
格
教
員
が
多
い
こ
と
を
一
挙
に
解
決
す
る
た

め
に
新
築
移
転
し
、
後
に
図
書
館
を
置
き
、
そ
れ
も
ま
た
県
に
移
管

し
た
い
と
い
う
の
が
市
長
の
構
想
で
も
あ
っ
た
。 

当
時
、
工
科
の
生
徒
製
作
品
売
却
代
が
収
入
と
し
て
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
た
が
、
河
島
市
長
は
「
こ
れ
は
徒
弟
学
校
の
や
り
方
だ
」
と

い
っ
て
削
り
、
市
会
で
は
水
道
試
堀
な
ど
で
経
費
多
端
で
は
あ
っ
た

が
、
商
工
学
校
の
新
築
案
は
可
決
さ
れ
た
。 

敷
地
は
馬
場
先
町(

南
城
町
３
／
現
南
城
高
校)

に
選
定
し
た
が
、
市

の
北
部
方
面
で
は
師
団
設
置
時
の
公
約
を
破
る
も
の
だ
と
し
て
不
満

の
声
が
出
た
。
だ
が
そ
の
方
面
に
は
適
当
な
土
地
が
な
か
っ
た
。
敷

地
は
将
来
、
県
へ
の
移
管
を
円
滑
に
運
ぶ
た
め
、
当
初
予
定
の
３
千

坪
を
５
千
坪
に
増
や
し
て
確
保
し
た
。 

校
舎
の
新
築
工
事
は
大
正
11
年
７
月
30
日
に
着
工
し
、
12
月
に
竣

工
、
12
月
24
日
雪
の
中
を
生
徒
が
机
や
椅
子
を
運
ん
で
移
転
、
翌

日
に
落
成
式
を
挙
げ
た
。
こ
の
間
、
５
ヶ
月
と
い
う
極
め
て
短
期
間

の
新
築
工
事
で
あ
っ
た
。 


